
平成30年 1月 5日 発行なざさ(1)第 108号

も

っ
と
多
く
の
作
業
種
を
行
う
こ

二
三

二
手
、

る
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
二
言
言

Ｇ
実
習
に
毎
日
行

っ
て
、
つ

■
く
・
〓
〓
一
ヽ

ず
に
作
業
を
頑
張
る
。　
　
　
　
　
一

≡
〓

今
年
も

「神
保
」
の
仕
事
を
づ
ｔ
ご
―
ま
丁

（・一一・ヽ
．・一・．́
）

あ
わ
て
ず
、
気
持
ち
穏
や
■
に
、

〓

丁
一言
‘

ガ
ン
バ
ル
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
（俊
■
、）

今
年
も
自
分
ら
し
く
、
毎
日
を
明
る
く
≡
、
・

く
過
ご
し
ま
す

―
　
　
　
　
　
　
（理
≡
）

笑
顔

の
多
い

一
年
に
し
ま
し
よ
う

　

（Ｆ
）

健
康
で
過
ご
す
こ
と
が

一
番
、
仕
事
は
二
番

（蒙
票
二
一
）

明
る
く
穏
や
か
に
過
ご
し
ま
す
ｃ
母
と
こ
■

食
、
楽
し
み
で
す
。
　

　

　

　

　

（拓
也
）

今
年
も
西
川
で
し

っ
か
り
働
い
て
、
色

々
な

所

へ
行
き
た
い
で
す

！
　

　

　

　

（功
博
）

美
味
し
い
物
を
た
く
さ
ん
食

べ
た
い
。（直
人
）

今
年
は
ゆ

っ
た
り
、

の
ん
び
り
で
行
き
ま
す０

（勇
）

私
た
ち
は
、
自
開
症
を
中
心

二

・
■
●
・　
　
´

．
者
・　
　
　
　
・ｌ
■
ゴ

開
く
た
め
、
総
力
を
上
げ
て
支
■

■
一
　

一二

・

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
社
会

ｌｌ
■
‘
１
一　
・

一一一一め

工　
　
　
　
　
一

（隣
人
）
と
し
て
、
利
用
者
と

二
■
こ

一
■

・．・
三
一ち

■
ｒ

ほ
た
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ハ ｒ
ｉ
一弟

・

＾
一・・
一・
´
・・・一、

）
ヽ
一
、
一
・

（　一」
一　多
・一　）

■̈

ま

で

　

　

　

．　

〓

二

二
三
丁

ｆ
・　

・
．

（彗
言

詢
代
ら
し
い
●
　

二́　
　
　
　
　
一男
¨

り
ま
す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
　
　
・

毎

日
楽
し
く
七

二
　
・
〓
一
　

　

　

（　
　
・

今
年

、
年
、

■
●
■
　
　
　
・

・
ル
　
　
　
、

習
頑
張
――
ま

す
　

　

　

　

　

　

　

（一　
　
一

真
空

の
作
〓
、　
一　
　
・　
　
　
・
一　
）て

マ
ザ
ー
牧
理

一
一　

二
■
　
．　
一　

　

　

　

一

俺
と
相
棒
■
二

一　

・
Ｔ
　
・
■
　

　

（　
　
・

へ
７
年
十
ユつ
斗、）二一
一́
　
・　
・　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
ｒ
，
ど
、　
　
　
　
二

一̈一一一
一ヽ
　
）
．́
一　
一　
´
一・・　
二

一一　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
（
一一一
一　
、
一（
４一
〓
一
　
　
　
・　
　
　
　
　
・　
　
　
一́
二湘【　
　
　
　
　
一二・

一「
　
そ
‐‐ニ
ユ
．ｆ
■

　́
・
　
．　
　
´
・い
．

モ
主
て
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す

　

（譲

ｌ
）

一
ま

た
す
る
事
、
待

て
る
事
が
少
し
ず

つ
で

言
〓

工
う
に
な
り
た

い
。
　

　

　

（文
宏
）

■

．

〉
い
物
を
た
く
さ
ん
食

べ
、
た
く
さ
ん

〓

Ｉ
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（健
人
）

一
　

一
・―
観
戦
や
、
相
撲
観
戦
な
ど
行
き
た

二

ヽ
一́
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（透
）

ア
、三
ｉ

〓
０
１
８
年
、
僕
は
、

ラ
ー
メ
ン
の

一
、
三
一　

■
、
食

べ
た

い
。
　

　

　

■

人
）

一
′

一
一
―
卜
で
ラ
ー
メ
ン
が
食

べ
た

い
で

一
・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（智

司
）

一
Ｉ
手
■
一　

■

・．
で
す
。
　

　

　

（和
好
）

一
〓
一
ヽ
１
■
て
貴
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い

・
〓
・
ご
ユ

　́

　

　

　

　

　

　

　

（岩
堆
）

一
一
暮
二
二
壺

ヽ
一
ら
れ
る
よ
う
、
毎

日
を
過

ニ
　
ニ
、　

き
ｔ

ｒ
て
，
．
　

　

　

（ｋ
作
）

一．一　　　　　・　
　
　
一一́
・　一　一シ一　́
．　．／
ヽ
一ヽ一一　
一
ム一一（
、゙　一．′）
｝　―

（陽

一
郎
）

二
、三
Ｉ
・

〓
嗅
Ｆ
玉
Ｉ
千
年
れ
ま
す
よ
う
に

（美
山
紀
）

二
　

一
一
一　
二
―

、
こ
ス
テ
ィ
ッ
チ
に
あ
い

一
．
．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（康
恵
）

ｔ
≡
一
、ヽ

■
■
し
い
も
の
を
い

っ
ば
い
食

べ

一
、　

一　
一
〓
■
ま
す
‐‐
　̈
　
　
　
　
企
麗
子
）

〓
二
Ｆ
二
作
業
、
が
ん
ば
り
ま
す
＝（美
千
代
）

二

　́
‐シ

ュ
ー
メ
ン
が
た
く
さ
ん
た
べ
ら
れ

ま
丁
く
う
に
り
　
　
　
　
　
　
　
（潤
子
）

モ
ｉ
手
続
き
、
大
好
き
な
パ
フ
ェ
と
コ
ー
ラ

・

一　
　
一
テ
ィ
ー
を
食

べ
る
。
　

　

（祐
子
）

レ
一　
一作
り
と
シ
ー
ル
は
り
を
や
り
ま
す
。

（理
恵
）

ｔ

ｒ

）い
も
の
い

っ
ば
い
食

べ
た
い
。（香

織
）

）
一
＾
的

Ｄ
ａ
ｏ
ｃ

〕め
で
２
０
ビ
ぎ
Ｏ
ａ
金

ｔ
く
に
一　
　
　
　

　́
　
）

・１
　
■
頁
べ
る
―

■
一
ウ
じ

．ｔ
に

　

　

■
　

　

・
，

・　

■
■
を
食

べ

．́
二

（
　

　

　

　

■
　
一）
　

　

↑
竃
司
）

　́，
一″、
ぃへ　　　　　　　　　　一　　・　　　二
　
　
一　
・　　一
、・　　．　
一ム
・「ノ
レ‐に
、

、
■
も
〔
　

　

一
・　
　
　
´
一三

・
　

（隆
行
）

丁
み
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
一　
　
二
　
二
太
７

〓
こ
・い
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・　
　
．　
一三
一́

（
一
（一Ｌ
）

一
ｉ
・玉
１
　́
　
　
　
　
・
　
　
　
　
・　
　
一二
‐、
て
英

て
、
　

　

　

ゴ

一　
・
Ｉ
一
　

　

（
こ
樹
）

．健
康
　
　
　
一
・■

・・　
　
　
一　
〓

一せ
る

■
に

　

一
　

丁
一　

三
一
　

　

（仁
彦
）

一■
〓
明
　
　
　
　

．́
・
　

一１
一
　

　

（一汗
）

今
年

＾
年
、

一
　

一　
二
１
一
　

　

（い　
　
一

毎
日
に
，
、
■
　

■

て
Ｆ
一　
，
・
に
っ（ｒ

　

・

何
事
に
■
　
　
・

一Ｆ
　
一
・　
　
一■
卜

　

一

健
康
に
気
を
´
．
．　

　

　

・
　

二
う
　
　
一

元
気
で
渦
ｉ

■
・　
　
・
＾
　ヽ
　
　
　
　
　
・ご

今
年
も
健
■
．
　

　

・　
　
　

ｉ́
■
い
ｒ
を
仁
．

り
ま
す
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　

（鴫
介
）

〈
７
、　
‐―‐田
■
へ
・
■
〓　
一一　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
一，
一０
し
一　
　
一
．

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
．
）

今
年
も
仕
■

・　
　
　
．　
　
　
　

フ́
潔
　

〓́

動
し
ま
す

‐
　
　

　
　

　
　

　
　

（■
　

）

…

利

用

者

の
抱

負
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ら
い
ね
ん
も
、
ヶ
ｌ
キ
ク

ッ
キ
ー
ほ
か
の
お

し
ご
と
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
　

　

　

（泉
）

体
重
を
減
ら
し
た
い
　

　

　

　

　

（順
子
）

お
い
し
い
ハ
ン
バ
ー
グ
を
食

べ
に
行
き
た
い

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（純
子
）

み
ん
な
と
仲
良
く
す
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

（雅
子
）

お
ん
せ
ん
い
き
た
い
。
　

　

　

（真
砂
子
）

い
す
み
学
園
で
楽
し
く
す
ご
し
ま
す
。
お
家

に
も
元
気
で
帰
ね
ま
す
よ
う
に
っ

（明
子
）

お
い
し
い
物
を
沢
山
食

べ
て
、
好
き
な
人
と

沢
山
お
し
ゃ
べ
り
が
し
た
い
で
す
。

（文
子
）

万
木
織
り
の
織
り
方
を
早
く
出
来
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。
　

　

　

　

　

　

（ぁ
け
み
）

元
気
で
１
年
間
す
ご
し
た
い
。
　

（昌
子
）

色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
自
分
の
仕
事
に

感
謝
出
来
る
人
に
な
る
☆

ぐ
ず
り
ま
せ
ん
。
　

　

　

　

　

　

（理
絵
）

コ
ン
ビ

ニ
で
か
い
も
の
を
し
た
け
ど
、
ま
た

か
い
も
の
を
が
ん
ば
る
ぞ

―
　

　

（間
子
）

竹
内
さ
ん
と

マ
イ
サ
ポ
ー
ト
に
行
き
た
い
で

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（恵
里
子
）

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
仕
事
を
頑
張
り
ま
す
。

（江
美
）

一
班
で
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
曾
里
０

盛
付
け
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（恵
里
）

我
が
身
も
含
め
て
心
配
事
が
増
え
る
近
頃
ｃ

健
康
に
感
謝
ε
　

（施
設
長
　
秋
本
泰
司
）

健
康
第

一
―
　

　

（事
務
長
　
小
林
　
悟
）

健
康
第

一
、
充
実
し
た
楽
し
い
毎
日
が
送
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
　

（鶴
岡
田
鶴
千
）

L i, L {t /1 t) :tt -l /i {tl

ギ
¨
　

　

　

　

　

（ｔ
ｉ
■
百

一
＝
が
ん
ば
り
ま
す
。
（大
量
真
垣
子
）

二
と
。
私
た
ち
が

「良
き
隣
ブ
、
二
〓
）

看
け
て
い
く
こ
と
。

（堂
下
　
″じ

争
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
預
張

（井
上
秀

一
）

一戊
年
」
、
大
康
第

一
で
、

一
生
犬
命

一　
）て
ワ
ン
ダ

フ
ル
に
。

（加
茂
正
和
）

■
健
康
で
、
明
る
く
笑
顔
で
支
援
を

（田
辺
清
万
）

・
子
園
の
自
開
症
と
高
齢
化
問
題
に
、

一
‐́
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

（軽
込
進

一
）

）さ
を
忘
れ
な
い
。

３
一上
慎

一
郎
）

‐こ配
慮
し
た
生
活
を
送
る
。

（長
沼
　
毅
）

つ
前
進
　
　

　
　

　

（横
田
武
志
）

こ
三
分
ら
し
く
、
利
用
者
さ
ん
と
、

い

二、っ
て
過
ご
し
ま
す
―

（片
岡
彰
則
）

を
充
実
さ
せ
て
、
仕
事
に
取
り
組
む

（屋
代
精

一
）

て
豪
に
過
ご
し
ま
す
。

（篠
崎
俊
克
）

・
に
康
で
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
。

（金
城
正
直
）

生
活

・
三
が
変
化
し
た
の
で
、
体
詞
管
理
を

心
掛
　
一
、い
き
た
い
で
す
。

（高
地
優
輔
）

明
る
く
皆
さ
ん
と
関
わ

っ
て
い
き

い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（〓

楽
し
く
日
中
活
動
に
参
加
で
き
る

支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
　

霙

一
年
間
何
事
も
な
く
過
ご
せ
ま
す貧
´

健
康
第

一　

　

　

　

　

　

（佐
カ

も

っ
と
利
用
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ヶ

が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
　

（Ｉ

利
用
者
さ
ん
と
笑
え
る
事
が
増
え

に
．
　
　

　

　
　

　

　
　

　

（竹

皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
元
気
で
楽
―

一
年
に
し
た
い
で
す
。
　
　
　
Ｔ

毎 家
日 族

）鋳
０

』
０
０
く

曇臓
ω
ω
た
Ｏ
ａ
ウ

● _● ● _●
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今
ま
で
の
私
を
大
切
に
。
そ
し
一

一偽
ヘ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（」̈

健
康
第

一
―
利
用
者

の
皆
さ
ん
■

日
々
が
送
れ
ま
す
よ
う
に
。

（岩
一

初
心
を
忘
れ
ず

に
。　
一
日

一
日
一

含
石
一

大
変
な
こ
と
こ
そ
楽
し
ん
で
や
¨↑

笑

っ
て
す
ご
せ
る

一
年
に
１

（松

一

皆
さ
ん
と
笑
顔
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
「

（合
口」

健
康
に
注
意
し
、
元
気
に
仕
事
【

よ
う
に
―
・　
　
　
　
　
　
　
（市
一

こ
田
心

ニ
ノ
、
）

一

一

、

一一
一
）

≡
司
）

■
也
）

′
ョ

ノヽ

ム
司
）

ヽ
一
千
よ

つ́

一せ
す
）

三
ご
す

二
否
す
）

ま
あ
ま
あ
な
毎
日
ｃ
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
口
野
晴
美
）

穏
や
か
に
朗
ら
か
に
過
ご
し
た
い
で
す
´

（是
伎
志
津
Ｆ
）

病
気
を
せ
ず
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に

（鈴
木
ゆ
か
り
）

今
年
も
笑
顔
で
す
ご
す
事
が
で
き
る
よ
う
に

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。
　

（江
澤
徳
子
）

常
に
寄
り
添
う
支
援

―
質
の
高
い
支
援
を
１

（仲
佐
　
操
）

怪
我
を
し
な
い
様
に
健
康
に
、
穏
や
か
に

（池
田
恵
里
子
）

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、　
一
日

一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
　

（君
塚
弘
江
）

利
用
者
さ
ん
と
共
に
、
毎
日
を
楽
し
く
支
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　

（藤
平
浩
美
）

利
用
者
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（川
名
純
子
）

利
用
者
皆
さ
ん
と
、
明
る
く
楽
し
く
、
体
を

大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

（鈴
木
　
晃
）

今
年
も
マ
イ
ベ
ー
ス
で
、
穏
や
か
な
年
で
あ

り
た
い
。
　

　

　

　

　

　

　

（八
木
三
枝
）

仕
事
頑
張
り
ま
す
。

（手
塚
伸
子
）

健
康
第

一
―
　
　
　
　
　
　
（宇
井
栄
子
）

早
く
皆
さ
ん
の
、
個
性
が
理
解
で
き
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。
　

　

　

　

（官
澤
二
枝
子
）

仲
間
と
の
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
初
心
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。
　

　

（小
島
七
生
）

生
活
習
慣
を
見
直
し
、

ス
ト

ッ
プ
肥
満
を
し

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
―

　

（関
美
知
代
）

笑
顔

の
多
い

一
年
を
過
ゴ
せ
る
よ
う
に
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
柴
さ
い
子
）

皆
さ
ん
と
楽
し
く
又

一
年
間
頑
張
り
ま
す
。

（浅
野
ト
シ
子
）
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年
頭
の
ご
挨
拶

みなざさ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

―，
ま
丁

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
の
幕
曜
．言
■

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
噴
ひ
Ｉ

げ
ま
す
。

昨
年
は

一付
崚

一
が
新

‐
‥１１

・
〓
〓
三
〓

ｋ
賞
に
選
ば
れ

一Ｊ
ア
ラ
ー

、
一　
ｌ

テ
ン
に
入
る
等
、
国
政
の
■
■
　
・
・．　
　
．

鮮
の
暴
走
と
、
ま
さ
に
内
Ｉ

ヽ
ｉ
・
　

　

．

ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ
　

丁
台

■

一
二
二

き
も
の
」
と
は
高
浜
一

一
　

一二

ゴ
ー
・　
一・

す
が
、

こ
の
よ
う

一
■

■
一

二
■

　

一　
．

は
、　
人７
生
↓
」
二
Ｆヽ
一
　
´
・́
．〓
　
・，
・
・
一
一　
・．

年

で
あ
れ
と
「
二
´
主

ｉ
■
１

１
・

´
■

１

い
ま
す
。

い
す
み
学
三
ｆ
一

〓
一
二
〓
　

≡
一

利
用
者

こ
〓
さ

年
ｉｔ
・　
そ

プ
モ
´
　

一
　
　
・

た

．
年
を
モ
ニ
斗、一れ
ま
し

．́一　
Ｉ
・
．　
・〓
Ｉ

懸
命

Ｉ
ミ
・
種
み
、
丹
Ｌ
を
ｉ
　
■
■
〓

品
を
た
―
■
〓
、
大
勢

″
■
■

１
喜
　

Ｉ

た
だ
き
ま
し
た
＾ヽ
　
一瞑
の
申
三
Ｆ
　
，
二
、　
・

四
季
折
々
の
行
事
で
、
地
域
ｉ
膏
■

二

、ゴ

を
深
め
、
数
々
の
想
い
出
を
刻
む
三

二
・

来
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い

一
年
ｉ
、
一
ｉ
■

の
皆
さ
ん
に
、
心
安
ら
か
に
充
実

〉
■
一　
・

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
職
〓

一
‥
一

と
な

っ
て

「優
し
さ
と
思
い
や
り

一
■
１

て
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

私
は
こ
の

一
年
に
，
つ
の
目
標
を
掲
〓
て

頑
張
ろ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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■
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一
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一
´
目
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一三
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・　
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．
　

一　
　
一
二
Ｌ
こ
輩

´
ヽ
だ

　

　

一　
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一　
一■
き
る
を

ま
せ
　
　
　
・
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・
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〓

〓

ル
一

―
糸

　
　

　

　

　

・
´
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二
・
ミ
、
共
生

ゴ
の
　
　
　
一
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口
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三
甚
岐
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
・．　
　
　
二́
´
．　
一
ル
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田
心

一
●
お
奎
様

一
　

）
く

二
て
■
を
よ

一■
言

一
年

一　

■
三
し
上

・
１
て
て
い
た

■
年
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．

同

一
な
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ヽ
　

一一■

ま

さ

一
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■

．

り

ヽ

さ

一

■
二
　

・
　

一ｉ

い
す
■
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
一歴

一
■
り
■
．　
一
　

．　
　
　
　
　
　
´
増

，
０
日　
一
　
　
　
　
　
・　
・　
　
　
　
．　
　
　
　
一　
　
　
　
一フ

収
「

三
　

．Ｉ

　

・
　

‥

し
れ
ｔ
　
　
　
．
　

・　
・
´
二
二択
　
　
．〓

が
増
え
、
一　
　
　
　
　
　
・

す

る
傾
向

・
・　
　
　
・

ノ、
材
確
■
　
　
　
　
´

だ
け
の
間
Ｌ
．　
　
　
　
Ｆ
ｊ
　

´
、
´

福
祉
脇
会
一
一　
　
　
　
　
・．

Ｆ
多

り
組
み
を
し
．　
　
　
一　
　
　
・
´ヽ
）【

　

一　
．

る
に
至

っ
て
　
　
　
一

フ
一十
年
に
台

り
て
』

・ヽ
　

三
市
三
す
．

秋

本

恭

司

一

‐‥Ｆ

Ｉ
・

珪
Ｉ
二
若
者
に
障
が
い
者
福
祉

Ｉ
■

ほ
■

■
■
〓
一
て
あ
り
、
将
来
の

一働

１
■
■
　

一́
て
，
る
一
と
考
ぇ
る
こ
と
が
出

二
、こ

く
〓
に
」中
資
生
を
対
象
と
し
た
学
囲
見

ギ
ゴ
ー
■

‐―‥‥
し
て
い
ま
す
。

・
■
、ミ
ｉ
薄

い
支
援
の
在
り
方
を
、
少
し

一
、■
■
モ
ヽ
会
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
■
■
、は

『
人

つ
く
り
」
か
ら
始
め
る

一

一
、一
、ｒ
・
、
こ
れ
ら
の
種
ま
き
の
成
果
が

，
１
三
一
にヽ
は
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

一■
´

■
会
福
祉
法
１
、
の
地
域
貢
献
や
、

ｒ
‥Ｆ

一
一
一
会
３
実
現
に
同
け
て
…
な
ど
色
々

二
■
〓
、
二
ヽ
一
ま
す
。

二

´
Ｉ

Ｆ
一、三
な
要
で
す
が
、
障
が
い
者

■
■

一
ｔ
．
■

（
‐
、一
確ヽ
保
も
含
め
て
）
に

■
二

■
●
■
■

■
承
丁
時
が
既
に
き
て
い
る

二
一一一一　
一一ヽ
一・

景
貴
１１
、
■
■

．
者
福
祉
を
取
り
巻
く
環

ｆ
ｒ
　
卜
二
十
．な
ま
ま
で
、
将
来
不
安
は
払

〓
〓
●
て

一
ま

で

二
■
、
皆
様
の
温
か
い
ご

ｔ
■

そ
受
け
て
、
■
■
者
の
笑
顔

の
為
に
努

∵

）て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
宣
し
く

■
手

．ヽ
致
し
ま
す
。



新
し

い
年
に
向
か

保

護

者

杢

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、

い
す

み
学
園
利
用
者
は
日
々
明
る
く
楽
し
く
生
活

し
て
お
り
、
心
よ
り
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
学
園
開
設
以
来
、

い
す
み
学
園
の

法
人
槙
の
里
の
運
営
を
―――

っ
て
こ
ら
れ
た
、

前
土
肥
理
事
長
が
、
ご
高
齢
の
為
に
辞
任
さ

れ
、
今
日
あ
る
い
す
み
学
円
を
作
り
上
げ
て

頂
き
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
理
事
長
の
お
計
ら
い
で
、
岡
部
新
理

事
長
を
お
迎
え
し
、
い
す
み
学
園
の
理
解
を

深
め
ら
れ
る
為
に
、
ご
協
力
を
重
ね
ら
れ
て
、

早
や
六
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
新
理
事
長
は

東
京
都
の
障
害
福
祉
部
長
等
の
福
祉
関
係
に

永
く
務
め
ら
れ
、
そ
の
卓
越
な
さ
れ
た
、
知

識
と
ご
経
験
を
も

っ
て
、

い
す
み
学
園
の
更

な
る
飛
躍
に
繋
げ
て
頂
け
る
も
の
と
確
信
し
、

高
齢
化
す
る
私
た
ち
保
護
者
に
と

っ
て
は
、

将
来
に
希
望
の
光
が
差
し
込
み
、
親
亡
き
後

に
も
繋
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
又
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。

い
す
み
学
園
は
三
十
四
年

目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
入
所
利
用
者
の
平
均
年
齢
は
五

十

一
才
又
車
椅
子
利
用
等
歩
行
介
助
者
は
十

名
を
数
え
、
利
用
Ｉ
の
高
齢
化
と
虚
弱
化
対

策
は
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
既
に
、

学
曰
と
保
護
者
か
ら
な
る
、
高
齢
棟
建
設
委

員
会
は
、
他
施
設
の
見
学
や
設
計
の
試
案
を

重
ね
て
来
ま
し
た
が
、
建
設
費
の
高
騰
や
学

¬

て
』
谷
　
島

彦

・３
辞
任
等
■

■
な
――
、
１
‐
―‥
本
■
■

・至
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

・、
新
理
事
長
就
ＩＦ‥
隆
新
た
Ｉ
、

一

・題
を
検
討
す
る
会
上
し
一
・、
〓
．

・ゼ
三［（ム
〓
一ィ〓円円
手．」、　
印刷
―――‐‐‐
にｒ‐
　
一ヽ一・・．
・　
　
．

ｉ
活
環
境

の
悴
―――ｌｉ
上
■
●

●
三
こ

・
整
備
の
課
題
を
掲
げ
、
ｈ
、
●
１
■

だ
結
論
一篤
け
る
■
上

）〓
　
一二

・

一体
の
個
室
化
＋，
肺
一■
し
、
く
三
Ｉ

■
利
用
者
が
―‐
体
的
に
■
活
て
き
モ

一
実
の
為
、
各

々
に
―――――‐
一し
た
日
中
活

万
や
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
――
・

一支
援
の
住
「
方
■
ち
―‐ｉｔ

ｉ
ｌ、―
し
て
行
・

■

●
ま
す

　^
保
護
Ｆ

の
高
齢
化
ｔ
准
一

三
者
か
ら
見
る

二
、

‐――――
規
“

ｒ
る
‐
、

石

中

二
十

三
名
の
み
と
な
り
、
両

な
ら
れ
た
人
―，
卜
　
名
お
り
面
会

■
弔
が
来
ら
れ
［
張

っ
て
お
ら
れ
ま

三
者
会
は
こ
れ
迄
も
利
用
者
の
幸
せ

子
□
と
協
りＪ
し
て
、
施
設
整
備
や

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
．

一こ
障
害
者
施
設
の
虐
待
事
件
が
報

ｔ
や
、
多
く
の
保
護
計
の
目
を
も

っ

・
て
な
い
努
，ノ
又
高
齢
化
す
る
保
護

・
キ
相
談
を
共
同
で
学
口
に
対
処
す

・
■
て
行
き
た
い
Ｌ
み
え
て
い
ま
す
。

三
長
を
お
迎
え
し
て
、
な
お

一
層
学

■
し
て
、

い
す
み
学
園
を
支
え
て
行

二
決
意
を
新
た
に
し
て
ｔ、
ま
す

「職
員
研
修
会
」
円
催

一
●
百
日
●
１７
時
半
上

い
…‐‥‥‥
一
の

「共
生
ホ
ー

一
ｒ
て
、
い
す
み
障
害

■
■
職
員
研
修
会
が
間

一性
強
会
は
毎
年
行

「

:      :

「
い
す
み
障
害
癌
祉
施
設
協
議
会
」
の

て
、
よ
り
多
く
の
職
員
が
参
加
．

開
催
時
間
を
夕
方
か
ら
に
設
定
し

い
す
み
あ
か
ね
園

・
ピ
ア
宮
敷

園
の
３
施
設
で
構
成
す
る
協
議

約
４０
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

今
回
の
研
修
会
で
は
、
弁
護

主
党
所
属
の
参
議
院
議
員

。
法

―
タ
ル
サ
イ
ト

「弁
護
士
ド
ッ

表
取
締
役
社
長
と
、
様
々
な
分

れ
て
い
る
元
栄
太

一
郎
先
生
を

え
し
て
、

「知
的
障
が
い
者
保

．
一
す

ｔ

，千
ん

一議
協

　́

〓
メ
ー

）

，
も
の

ｉ

な

つ

一三

一
う

し

一　

■̈
７

一中
も爽虫亀I璽璽亜■國鑓涎黎|,i tt λ薫ま

政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「知
的
障
害

を
取
り
ま
く
法
的
問
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
社
会
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
か
た
く
難
し
く
な
り
が
ち

な
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

講
義
の
後
は
３
施
設
職
員
の
懇
親
会
を
行

い
同
じ
職
種
で
働
く
仲
間
と
し
て
、
意
見
交

換
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ま
た
、

い
す
み
学

園
職
員
か
ら
お
願
い
し
て
、
共
生
ホ
ー
ム
内

を
個
別
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
研

修

の
合
間
の
大
変
な
時
間
に
み
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
職
場
内
だ
け
で
な

く

一
歩
外
に
出
た
と
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
の

仕
事
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
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歯
科
健
診
に
つ
い
て

Ｈ
２９
年
Ｈ
月
８
日
に
協
力
機
関
で
あ
る

【最
首
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
の
最
首
先

生
、
歯
科
衛
生
士
、
ス
タ
ッ
フ
が
来
園
し
、

交
流
ホ
ー
ム
」
に
於
い
て
全
利
用
者

（通
所

。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
の
健
診
を
実
施
し

ま
し
た
。

《
健
診
の
必
要
性
は
？
》

①
虫
歯
や
歯
周
病
の
確
認
（メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
受
け
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
再
び

虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る
ｃ
）

②
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

③
詰
め
物
の
具
合
確
認

④
粘
膜
の
異
常
の
有
無
、
等
々
で
す
．

歯
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
義
歯
な
ど

で
補
う
事
は
出
来
て
も
健
全
歯
と
全
く
同
じ

機
能
、
快
適
さ
を
求
め
る
の
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
回
腔
内
を
健
康
に
す
る
事
で
全
身
疾

患
の
改
善
を
期
待
で
き
る
こ
と
も
知
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
早
い
段
階
か
ら
口
腔

内
の
ト
ラ
ブ
ル

（歯
周
病

。
虫
歯
）
の
チ
ェ

ッ
ク
を
す
る
事
で
痛
み
の
減
少
や
治
療
期
間

の
減
少
な
ど
の
負
担
が
少
な
く
済
み
ま
す
．）

年
を
重
ね
て
も
自
分
も
歯
で
健
康
的
に
過
ご

せ
る
事
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。
最
首
デ
ン
タ
ル
の
先
生
よ
り
。

「虫
歯
が

少
な
く
き
れ
い
で
し
た
。
」

歯
科
衛
生
士
よ
り
。

「磨
き
づ
ら
い
歯
も

あ
り
ま
す
が
、
支
援
員
の
方
々
の
ケ
ア
ー
が

結
果
と
し
て
出
て
い
て
き
れ
い
で
し
た
。
」

現
在
義
歯
を
装
着
し
て
い
る
利
用
者
が
数

Ξ
た
ら
れ
ま
す
。
先
に
述

べ
た
と
お
り
出
来

〓
限
り
健
全
歯
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
ブ
ラ

シ
ン
グ
ケ
ア
　
を
重
視
し
て
い
き
た
い
と

一三

・́ま
す
´

現
在
、
健
診
ニ
モ
長
を
廷
ま
え
て
〓
六
遅

■
治
療

■
行

っ
て

一
ま
丁

（看
護
師
　
鈴
木
ゆ
か
り
）

バ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
頃
よ
り
食

事
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｏ

Ｃ
で
す
Э
寒
さ
も

一
層
増
し
、
か
ぜ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
み
な
さ
ん
も
御
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

予
防
法
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二
人
混
み
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
帰
宅
し

た
ら
石
け
ん
で
し

っ
か
り
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
）^
ま
た
、
う
が
い
は
ホ
コ
リ
や
細

菌
を
洗
い
流
し
、
日
腔
内
や
ノ
ド
に
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
す
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
こ

２
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
ま
し
よ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
ノ
ド
や
鼻
な
ど
の
粘
膜
を

健
康
に
保
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
、

（緑
黄

色
野
菜
や
レ
バ
ー
、
う
な
ぎ
な
ど
に
含
ま

れ
ま
す
＾ヽ
）
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
免
疫
力
を
高

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
バ
ブ
リ
カ
、
み
か
ん
、
イ
チ
ゴ
な
ど

に
含
ま
れ
ま
す
。
）

３
十
分
な
睡
眠
と
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
よ

う
ｃ
睡
眠
不
足
は
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
増

し
、
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
抵
抗
力
を
落
と
す
為
、

風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

（ι
温
度
と
湿
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
で

す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
と
ノ
ド
や
鼻
の
粘

膜
も
乾
燥
す
る
為
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
利

用
す
る
際
は
加
湿
器
な
ど
で
湿
度
を
上
げ

る
と
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

適
度
な
換
気
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
風
邪
に
負
け
な

い
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
　
宇
佐
美
　
幸
子
）

「  l

ト

L

_ロハヽi.Ч



瞼最 ゃ

一　
ガ
ラ
ス
館
も
み
て
回

っ
た
よ
。

０
一
・
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裏
磐
梯

五
色
沼

少
し
寒
か
っ
た
け
ど
キ
レ
イ
で
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．
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山中湖で水陸両用バス

上クルーズを体験 !

「KABA」 号に乗り、森林 ドライブと湖 ,‐

コ
な
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囁 マ

茨城方面へ いこいの村涸沼に宿泊し、牛久大仏を見学してきました。
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山梨と言えばフルーツ狩り
を

　

ヽ

う

　

　

ヽ

ｒ
ｃ
　

　

　

¨

ヽ
ハ

〔
一

試験走行するリニアを見学 !「わ～
"速
え～‖」

平成30年 1月 5日 発行
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(7) 第 108号 さ ざ な み 平成30年 1月 5日 発行

「槙
の
里
祭
」
を
終
え
て

い
す
み
学
園
秋
の
祭
典

「第
３３
回
槙
の
里

祭
」
が
１０
月
２．
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
度
は
、
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
天
候

が
定
ま
ら
ず
、
足
元
の
悪
い
中
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
始
早
々
か
ら
大
勢

の
お
客
様
が
来
園
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
事
を
、
ま
ず
初
め
に

お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
、
恒
例
と

な
り
ま
し
た
国
吉
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
元
気
な
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

観
客
席
か
ら
聞
い
て
い
た
お
客
様
や
利
用
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
飛
び
交
う
中
、
槙
の
里

祭
が
ス
タ
ー
ト
し
、
模
擬
店
か
ら
は
元
気
な

掛
け
声
が
響
き
あ
っ
て
い
ま
し
た
ｃ

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
　
一よ
さ
こ
い

葵
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
演
舞

に
心
が
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
　
一和

太
鼓
凛
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
力
強
い
演
舞

で
は
会
場
が
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
客
様
や
利
用
者
の
方
た
ち
は
と
て
も
楽
し

ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
外
で
は
激
安
バ
ザ
ー
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
各
班
に
よ
る
個
性
の
光
る
模

擬
店
、
地
域
か
ら
は
販
売
を
協
力
し
て
下
さ

っ
た
源
氏
商
店
、
そ
し
て
近
隣
施
設
か
ら
は

み
ず
ほ
学
園
、
と
き
わ
ぎ
工
舎
、
ピ
ア
宮
敷

と
、
多
く
の
方
々
が
出
店
に
ご
協
力
し
て
下

さ
り
ま
し
た
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
実
行
委
員

を
さ
静
て
頂
き
、
関
係
者
の
方
々
を
始
め
、

ボ
ラ
』
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ

一
一
一
　

　

・・

一・
　

　

　

　

．
．

一

・・
．
・

・
一
十
二

一
一
一

一

　

　

．
　

　

　

　

．
　

　

　

　

・
・
・
一
　

一

一
´
一

一卜
　
　
　
　
　
　
　
一一　
一

（佐
久
間
　
雅
也
）

二  こ
`「 =天

気て _■ 1
■ 三´
「
下■Elこ スて ■て ま ´ti

激安バザー会場

今年も大盛況でした !

「よさこい 葵」元気一杯!! 大迫力の演舞でした!! 「和太鼓 凛」力強い演舞!l 素敵でした1

去
る
１２
月
２．
日
、
今
年
度
も

「鴨
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会
を

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（高
地
　
優
輔
）

/

L_|

轟

覇

脅

ｎ

「

１

日
―
‘
ゴ

攀
鍵
彎
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■
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彗
…
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休
日
余
暇
活
動
を
楽
し
ん

・ま
す

（
ジ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
管
「
　

一任
者
　
加

♪

♪

茂 ♪

正 Jり

和 F

今
号
で
は
、

二
つ
の
グ
ル
ー

フ
ホ
ー
ム
の

休
日
余
暇
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
じ
Ｇ
Ｈ
の

休
日
は
、
個
人
で
の
買
物
や
散
歩
ま
た
は
、

外
部
の
事
業
所
の
ヘ
ル
（
―
の
付
添
外
出

（移

動
支
援
）
を
中
心
に
、
各
々
の
希
望
に
治

っ

た
外
出
や
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
こ
で

紹
介
す
る
の
は
、
学
田
の
生
活
余
暇
委
員
会

の
企
画
で
の
二
つ
の
活
動
に
な
り
ま
す
。

初
め
に

「さ
く
ら
の
家

一
の
様
子
で
す
。

９
月
２３
日
、

ラ
ー
ス
ン
店
で
昼
食
後
に
隣
町

の

一大
原
ガ
ー
デ

ン
一
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で

す
。
参
加
者
は
利
用
と
４
名

（男
性
Ａ
さ
ん

は
、
別
の
外
出
）
と
職
員
２
名
で
す
。
利
用

者

の
皆
さ
ん
に
聞
く
と

「と
て
も
楽
し
か

っ

た

一
と
の
答
え
で
す
。
同
行
し
た
男
性
職
員

か
ら
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。
　
一学

園
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
ラ
ー
メ
ン
や
チ
ャ

ー
ハ
ン
を
食

べ
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
Ｏ
さ
ん
と
Ｍ

さ
ん
は
ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
し
て
′、
イ
タ
ッ
チ
ｃ

Ｔ
さ
ん
は
常
に
マ
イ

ヘ
ー
ス
〓
Ａ
さ
ん
は
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
し
な
が
ら
応
援
す

る
姿
が
印
象
的
で
、
持
さ
ん
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

１
口
を
過
ご
し
ま
し
た
ら　
一
以
上
で
す
じ

次
に

一た
ん
は
ほ
の
家

一
の
紹
介
で
す
．

‐‐
月
１８
日
、
利
用
者
５
名
と
職
員
２
名
で
学

回
の
近
所
に
あ
る
無
添
加
の
お
店

一揚
江
」

で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
利

用
者
さ
ん
の
感
想
は
、
　

一‐エ
ビ
が
す
ゴ
か

っ

た

一　

一Ｓ
さ
ん
が
食

べ
過
ぎ

一　

一ビ
ー
ル
が

みなざさ

と さ 肉 つ う Bん ち 方 卜 ち 欲
な ス′

｀

「
た 0お わ が で ら lン

二

等
、
ほ

キ

す

下

二
、
二

■
行
し
た
女
性
職
彙
の
紹
介

コ
く
ｌ

一当
日
は
小
雨
だ

っ
た
為
お
店
３

´
ド
を
張

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
．

〓う

■
く
よ
」

一．お
水

ノ、
れ
て
≡
　
〓
う
―

）
一
メ
」
出
さ
れ
た
食
材
な
ど
は
Ｂ

う
か
、
中
車
の
フ
ル
コ
ー
ス
の
よ

）

『
イ
セ
エ
ビ
だ

―
」
と
全
員
に

一、顔
３
そ
の
他
に
も
エ
ビ
千
り
、
鶏

フ
、
杏
仁
Ｌ
腐
な
ど
、
盛
り
だ
く

）在
）
と
て
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
昼
百
（

ま
し
た
。
」
以
Ｌ
で
す
。

も́
た
ん
ぼ
．ぼ
も
、
利
用
者

の
笑
顔

一
か
ぶ
よ
う
で
す
ね

―

次
の
皆
様
方
か
ら
、
た
く
さ
′

を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
中
‐

と
共
に
、
今
後
と
も
尚

一
層
の
「

願
い
致
し
ま
す
。

（順
不
同
　
＝

〈寄
附
物
品
〉

・
飯
島
せ
つ
子

・
北
山
静
香

・
一

田
中
喜
和
子

・
内
山
通
子

・
森
′

繁
年

・
波
多
野
電
気
管
理
事
務
詳

食

・
竹
村
昌
子

・
畠
山
紀
子

・
‐‐′、

佐
藤
幸
子

。
田
口
久
子

・
関
百
／、

武
久

・
苅
米
和
子

・
石
井
恵
美
こ

み
子

・
山
崎
泰
子

・
野
川
信
太
，

工
務
店

・
ヤ
ク
ル
ト
安
藤
勇

。
／、

帥
Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
千
葉
支
店

・
エ
バ
ニ

仰
明
治
関
東
支
社

・
ブ
ル
ド
ッ
ク

仰
メ
ラ
マ
ッ
ク
千
葉
支
店

・
コ
一

イ
ー
ス
ト
ジ
ヤ
バ
ン
仰

・
仰
伊
一

恵
子

・
大
野
恵
千

・
鶴
岡
茂
美

・
．

仰
秋
葉
商
店

・
吉
田
ふ
み
代

。
叫

赤
嶺
昌
江

・
佐
藤
洋
子

。
斉
藤
■

戸
勝
利

・
ス
元
ツ
ネ
代

・
石
黒
一

泰

一
。
第

二
皇
海
荘

・
仰
味
の
‐

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

。
江
尻
恭
仁
子

〈寄
付
金
〉

・
石
野
薬
局

・
田
邊
司
郎

・
１
一

一，
一
．
、
シ

・
株
三
光
電
設

・
雀
一

丁
〓
■
〓
Ｌ

・
ビ
ア
宮
敷

・
伊
一

ｔｉ
た
ヽ
４

・
ミ
ず
ほ
学
園

・
渡
‐‐

岡
静
江

・
力

■
ト
サ

ロ
ン
三
ト

美
容
室

。
清
水
い
く
代

・
仰
ビ
ー

ミ
万
悦
子

・
特
別
養
護
老
人
ホ

:爾1≒■ … ギ

たんぱぼの家の皆さんは

BBQ♪ 伊勢エビも登場し
豪華なBBQと な りました。

蝙
一蔵

・・

1珈戸
‐
■ 菫

「さくらの家二の皆さんは

大原ガーデンでボーリン

グを楽しみましたc

感

Ｉ
寄
付

ｒ
ま
す

一　
．一イ一^
“

一一・̈̈
）

〓
彩

。

・
石
井

Ｉ
新
健

二
昭

・

・
関

日

Ｉ́
某
キ
）

一
、米
本

■
′す

・

■
伸

・

ス
仲

・

三
―
上
フ

・
石
橋

、二
′す
。

．兵

卜́

・

―

・
城

・
小
山

ュ

一
一

二
寸

■

・
村

Ｌ
ぎ
く

ニ
ー

・

・■
房

・

仲
新
清
（
イ
ツ

・
佐
藤
元
明

・
清
水
文
Ｆ

乙
女
美
容
■

・
た
き
の
え
い
じ

。
妙
勝
キ

い
す
み
市
ふ
る
さ
と
納
税
の

お
礼
品
に
い
す
み
学
園
の

商
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

―

こ
の
機
会
に
足
非
い
か
が
で
す
か
？

▲

編

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
気
持
ち
新

た
に
道
進
し
て
参
り
ま
す
。
学
園
の
大
き
な

課
題
の
柱
と
な

っ
て
い
る

「高
齢

・
虚
弱

化
」
、
そ
し
て
昨
今
の
大
き
な
問
題
と
し
て

障
が
い
者
を
と
り
ま
く
環
境

へ
の
世
間
の
厳

し
い
意
見
を
粛
々
と
受
け
と
め
、
学
園
職
員

一
人
ひ
と
り
が

「や
さ
し
さ
を
思
い
や
り
」

を
持

っ
て
利
用
者
と
寄
り
添
う
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。
皆
様
が
笑
顔
溢
れ
る

一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指

導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（岩
瀬
　
祐
三
子
）
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Ｑふ
ろ
さ
と
納
蔦
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し
て
み
ま
せ
ん
ひ
？


